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はじめに 

 

本報告書は、「ウインドパーク笠取風力発電事業」が実施されるにあたり、「ウインドパーク

笠取風力発電事業環境影響評価書（以下、「評価書」という）」に記載した｢事後調査の実施計画｣

に従い、以下の項目の調査結果について記載したものである。 

＜供用後＞ 陸生植物、生態系（クマタカ） 

 

 



目 次 
 
第１章 事業の概要 

1.1 事業者の氏名及び住所 ·························································· 1-1 

1.2 対象事業の名称、種類及び規模 ·················································· 1-1 

1.3 対象事業に係る工事の進捗状況 ·················································· 1-1 

1.4 環境影響評価に係る事後調査工程（平成19年10月～平成25年3月） ··············· 1-3 

1.5 調査委託機関 ·································································· 1-3 

 
第２章 事後調査結果 

2.1 植物 ·········································································· 2-1 

2.1.1 調査概要 ·································································· 2-1 

2.1.1.1 調査目的 ······························································ 2-1 

2.1.1.2 調査手順 ······························································ 2-1 

2.1.1.3 調査対象種 ···························································· 2-2 

2.1.1.4 調査範囲及び調査地点 ·················································· 2-2 

2.1.1.5 調査期日 ······························································ 2-3 

2.1.1.6 調査方法 ······························································ 2-3 

2.1.2 調査結果 ·································································· 2-10 

2.1.3 まとめ ···································································· 2-24 

2.1.3.1 移植対象種の状況 ······················································ 2-24 

2.2 クマタカ ······································································ 2-25 

2.2.1 調査概要 ·································································· 2-25 

2.2.1.1 調査目的 ······························································ 2-25 

2.2.1.2 調査項目 ······························································ 2-25 

2.2.1.3 調査範囲及び調査位置 ·················································· 2-25 

2.2.1.4 調査方法 ······························································ 2-25 

2.2.1.5 調査期日 ······························································ 2-26 

2.2.2 調査結果 ·································································· 2-29 

2.2.2.1 繁殖状況確認調査 ······················································ 2-29 

2.2.2.2 利用状況（行動圏のメッシュ解析） ······································ 2-34 

2.2.3 まとめ ···································································· 2-47 

2.2.3.1 繁殖状況 ······························································ 2-47 

2.2.3.2 利用状況 ······························································ 2-47 

2.2.3.3 有識者からの意見聴取 ·················································· 2-48 

 

資料 

 資料1-1 確認状況 ···························································· 資料1-1 

 資料1-2 個体識別表 ·························································· 資料1-6 

 資料1-3 有識者への意見聴取概要 ·············································· 資料1-12 

 



第１章 事業の概要 

1.1 事業者の氏名及び住所 

名    称  株式会社シーテック 

住    所  愛知県名古屋市瑞穂区洲雲町四丁目 45 番地 

代表者の氏名  取締役社長 野坂 敏幸 

 

 

1.2 対象事業の名称、種類及び規模 

名    称  ウインドパーク笠取風力発電事業 

種    類  工場又は事業場の新設又は増設の事業 

規    模  事業敷地面積 約 35ha 

改変面積   約 35ha  〔内 訳〕・風力発電機（19 基）：約 7.1ha 

・管理棟：約 0.01ha 

・変電所：約 0.1ha 

・開閉所：約 0.1ha 

・送電線：約 0.9ha 

・管理用道路：約 26.79ha 

風力発電所出力  ：38,000 kW（2,000kW×19 基） 

風力発電機の台数：19 基 

送電線の新設：ウインドパーク笠取線，架空：77kV、約 1.2km 

鉄塔の基数：６基 

変電所及び開閉所の新設：変電所１箇所、開閉所１箇所 

 

 

1.3 対象事業に係る工事の進捗状況 

平成 19 年 10 月に工事に着手し、平成 19 年度の主な工事内容は事業敷地内の道路や

風車敷地の伐採・抜根及び切盛土工の一部を実施、平成 20 年度は、切盛土工、敷地造

成工を実施、平成 21 年度は、第Ⅰ期分については管理棟・変電所基礎工事、開閉所工

事、送電線工事、風力発電機の輸送、据付及び電気工事を実施、第Ⅱ期分については、

伐採・抜根、切盛土工、敷地造成工を実施、平成 22 年度は、第Ⅱ期分の風力発電機の

輸送、据付及び電気工事と全工区の緑化・植栽工を実施し全て工事完了し、平成 23 年

度より供用を開始した。 

工事工程と実績について表 1-1 に示す。 
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1.4 環境影響評価に係る事後調査工程（平成 19 年 10 月～平成 25 年３月） 

環境影響評価に係る事後調査工程（平成 19 年 10 月～平成 25 年３月）を表 1-2 に示

す。 

 

1.5 調査委託機関 

事業者の名称    ：一般財団法人日本気象協会 

代表者の氏名    ：事業本部長 嶋 健一 

主たる事業所の所在地：東京都豊島区東池袋３丁目１番１号 
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2.1.1.3 調査対象種 

調査対象種を表 2.1.1-1に示した。 

調査対象種は、平成 19 年度に移植を実施したクワガタソウ及びヤマジノホトト

ギスとした。 

 
表 2.1.1-1 調査対象種 

科名 種名 
重要種選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

ゴマノハグサ クワガタソウ    準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類  

ユリ ヤマジノホトトギス      絶滅危惧Ⅱ類

注）重要種選定基準は以下の通りである。 
①「文化財保護法」（昭和 25 年５月 30 日法律第 214 号）に基づく特別天然記念物及び天然記念物に指定されてい

る種 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成４年６月５日法律第 75 号）に基づく国内希少

野生動植物種、国際希少野生動植物種及び緊急指定種に指定されている種 

③「第４次レッドリスト」（環境省,平成 24 年８月）に記載されている種 

④「改訂・近畿地方の保護上重要な植物」（レッドデータブック近畿研究会、平成 13 年８月）に記載されている種 

⑤「三重県レッドデータブック・2005 植物」（三重県, 平成 18 年４月）に掲載されている種 

⑥「伊賀のレッドデータブック」（伊賀市環境保全市民会議 伊賀のレッドデータブック作成委員会,平成 18 年７

月）に掲載されている種 

 
 

2.1.1.4 調査範囲及び調査地点 

調査地点は、平成 19 年 10 月に実施した移植地点とした。移植地点及び移植個体

数を表 2.1.1-2に、移植地点を図 2.1.1-2（笠取サイト）及び図 2.1.1-3（美里サイ

ト）に示した。 

 
表 2.1.1-2 移植地点及び個体数（平成 19 年 10 月） 

移植対象種 移植地点 移植個体数 

クワガタソウ 笠取サイト 移植地点１ 58 個体 

ヤマジノホトトギス 美里サイト 移植地点２ 10 個体 

移植地点３ 18 個体 

移植地点４ 15 個体 
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2.1.1.5 調査期日 

移植後調査は、移植５年後にあたる平成 24 年 12 月に実施した。調査期日を表

2.1.1-3に示す。 

 
表 2.1.1-3 調査期日 

調査項目 調査期日 

移植 5 年後調査 

(クワガタソウ及びヤマジノホトトギ

スの両種が確認できる時期) 

平成 24 年 12 月 5 日 

 
2.1.1.6 調査方法 

(1) 移植後活着状況調査（クワガタソウ・ヤマジノホトトギス） 

移植を実施した個体について、12 月に、目視観察により、移植後の活着状況を

確認し記録した（写真撮影）。また、移植先の環境の変化等も記録した。（写真

2.1.1-1）。 

なお、各移植地点の状況は表 2.1.1-4～表 2.1.1-7に示した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.1.1-1 活着状況調査 
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表 2.1.1-4 移植地点の状況（地点 1） 

地点名 移植地点１ 

移植対象種 クワガタソウ（58 個体） 広さ 約 4m×5m 

立地環境 谷沿い砂礫地 

地点図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈概略図〉 

地点写真 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈H24.12.5 撮影〉 
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表 2.1.1-5 移植地点の状況（地点 2） 

地点名 移植地点２ 

移植対象種 ヤマジノホトトギス（10 個体） 広さ 約 0.5m×0.5m×2 箇所 

立地環境 谷部湿性地 

地点図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          〈概略図〉 

地点写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈H24.12.5 撮影〉 
※移植地点は各メッシュボックス内 
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表 2.1.1-6 移植地点の状況（地点 3） 

地点名 移植地点３ 

移植対象種 ヤマジノホトトギス（18 個体） 広さ 約 0.5m×0.5m×3 箇所 

立地環境 谷部湿性地 

地点図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈概略図〉 

地点写真  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〈H24.12.5 撮影〉 
※移植地点は各メッシュボックス内 
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表 2.1.1-7 移植地点の状況（地点 4） 

地点名 移植地点４ 

移植対象種 ヤマジノホトトギス（15 個体） 広さ 約 0.5m×0.5m×3 箇所 

立地環境 谷部湿性地 

地点図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
          〈概略図〉 

地点写真  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈H24.12.5 撮影〉 
※移植地点は各メッシュボックス内 
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2.1.2 調査結果 

調査結果を表 2.1.2-1に、移植地点ごとの生育状況を写真 2.1.2-4～写真 2.1.2-13  

① クワガタソウ 
58 個体を移植したが、本調査で 4 個体の生育が確認された。 

平成 21 年度調査では土砂流出のため生育個体数が減少し、翌年の平成 22 年度調

査では、さらに別ルートで移植地表層の土砂が流出したため、生育個体は全て消失

したものと推測された。更に翌年の平成 23 年度調査では、その後さらに激しい水や

土砂が流れたものと推測された。移植地両端の表層が深く削り取られていたが、移

植地中心部の表層は流されずに残っており、16 個体の生育が確認された（写真

2.1.2-1～写真 2.1.2-2参照）。今年度調査では、移植地のほとんどが水に浸かった様

相で、移植地の土台の大半が流されていたものの、移植地の縁で 4 個体の生育が確

認された。これらの個体については移植個体であるか、自生個体であるか不明であ

った。 

平成 24 年９月 30 日は台風第 17 号が紀伊半島の東海上を北東に進み、志摩半島を

通過したため大荒れの天気となった。日降水量はアメダス笠取山で日降水量 224.5mm、

日最大 1 時間降水量 71.0mm を記録した。 
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移植直後(H19.10/24) 移植 2 年後(H21.9/28) 
  

移植 6 ヶ月後(H20.5/7) 移植 3 年後(H22.10/15) 
 

 

移植 1 年後(H20.10/27) 移植 4 年後(H23.10/12) 
  

 移植 5 年後(H24.12/5) 

 

 

写真 2.1.2-4 移植後の状況（移植地点 1：クワガタソウ（全景）） 

2-14



 

移植直後(H19.10/24) 移植2年後(H21.9/28) 
  

移植6ヶ月後(H20.5/7) 移植3年後(H22.10/15) 

 

写真なし 

移植1年後(H20.10/27) 移植4年後(H23.10/12) 

 
 

 移植5年後(H24.12/5) 

 
 

写真 2.1.2-5 移植後の状況（移植地点 1：クワガタソウ（移植個体）） 
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移植直後(H19.10/24) 移植 2 年後(H21.9/28) 

  

移植 6 ヶ月後(H20.5/7) 移植 3 年後(H22.10/15) 
  

移植 1 年後(H20.10/27) 移植 4 年後(H23.10/12) 
  

 移植 5 年後(H24.12/5) 

  

写真 2.1.2-6 移植後の状況（移植地点 2-1,No.1-5:ヤマジノホトトギス） 
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移植直後(H19.10/24) 移植 2 年後(H21.9/28) 

 

移植 6 ヶ月後(H20.5/7) 移植 3 年後(H22.10/15) 
  

移植 1 年後(H20.10/27) 移植 4 年後(H23.10/12) 
  

 移植 5 年後(H24.12/5) 
 

写真 2.1.2-7 移植後の状況（移植地点 2-2,No.6-10:ヤマジノホトトギス） 
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移植直後(H19.10/24) 移植2年後(H21.9/28) 
  

移植6ヶ月後(H20.5/7) 移植3年後(H22.10/15) 
  

移植1年後(H20.10/27) 移植4年後(H23.10/12) 

  

 移植 5 年後(H24.12/5) 

 

 

写真 2.1.2-8 移植後の状況（移植地点 3-1,No.11-16:ヤマジノホトトギス） 
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移植直後(H19.10/24) 移植2年後(H21.9/28) 
  

移植6ヶ月後(H20.5/7) 移植3年後(H22.10/15) 
  

移植1年後(H20.10/27) 移植4年後(H23.10/12) 

 

 

 移植 5 年後(H24.12/5) 

 

 

写真 2.1.2-9 移植後の状況（移植地点 3-2,No.17-22:ヤマジノホトトギス） 
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移植直後(H19.10/24) 移植2年後(H21.9/28) 
  

移植6ヶ月後(H20.5/7) 移植3年後(H22.10/15) 
  

移植1年後(H20.10/27) 移植4年後(H23.10/12) 
  

 移植5年後(H24.12/5) 

 

 

写真 2.1.2-10 移植後の状況（移植地点 3-3,No.23-28:ヤマジノホトトギス） 
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移植直後(H19.10/24) 移植2年後(H21.9/28) 
  

移植6ヶ月後(H20.5/7) 移植3年後(H22.10/15) 
  

移植1年後(H20.10/27) 移植4年後(H23.10/12) 
  

 移植5年後(H24.12/5) 

 

 

写真 2.1.2-11 移植後の状況（移植地点 4-1,No.29-33:ヤマジノホトトギス） 
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移植直後(H19.10/24) 移植2年後(H21.9/28) 

  

移植6ヶ月後(H20.5/7) 移植3年後(H22.10/15) 

 
 

移植1年後(H20.10/27) 移植4年後(H23.10/12) 

 
 

 移植5年後(H24.12/5) 

 
 

写真 2.1.2-12 移植後の状況（移植地点 4-2,No.34-38:ヤマジノホトトギス） 
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移植直後(H19.10/24) 移植2年後(H21.9/28) 
  

移植6ヶ月後(H20.5/7) 移植3年後(H22.10/15) 

 
 

移植1年後(H20.10/27) 移植4年後(H23.10/12) 

 
 

 移植5年後(H24.12/5) 

 
 

写真 2.1.2-13 移植後の状況（移植地点 4-3,No.39-43:ヤマジノホトトギス） 
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